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(57)【要約】
【課題】価格の上昇を抑えながら大きな電流容量を持つ
ノイズフィルタ装置を提供する。
【解決手段】ノイズフィルタ装置は、第１ノイズフィル
タおよび第２ノイズフィルタを備える。第１ノイズフィ
ルタは、交流電源の各相に対応する複数の第１コイルを
、環状の第１コアの周方向における複数の領域に分けて
配置してなる。第２ノイズフィルタは、前記交流電源の
各相に対応する複数の第２コイルを、環状の第２コアの
周方向における複数の領域に分けて配置してなる。そし
て、当該ノイズフィルタ装置は、前記複数の第１コイル
と前記複数の第２コイルとが同じ相同士で向き合う状態
で前記第１ノイズフィルタと前記第２ノイズフィルタと
を上下方向に重ね合わせ、前記複数の第１コイルの一端
と前記複数の第２コイルの一端とを同じ相同士で結合し
、前記複数の第１コイルの他端と前記複数の第２コイル
の他端とを同じ相同士で結合している。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源の各相に対応する複数の第１コイルを、環状の第１コアの周方向における複数
の領域に分けて配置してなる第１ノイズフィルタと、
　前記交流電源の各相に対応する複数の第２コイルを、環状の第２コアの周方向における
複数の領域に分けて配置してなる第２ノイズフィルタと、
　を備え、
　前記複数の第１コイルと前記複数の第２コイルとが同じ相同士で向き合う状態で前記第
１ノイズフィルタと前記第２ノイズフィルタとを上下方向に重ね合わせ、前記複数の第１
コイルの一端と前記複数の第２コイルの一端とを同じ相同士で結合し、前記複数の第１コ
イルの他端と前記複数の第２コイルの他端とを同じ相同士で結合した構成である
　ことを特徴とするノイズフィルタ装置。
【請求項２】
　前記複数の第１コイルおよび前記複数の第２コイルは、構成要素である銅線の径および
巻回数が互いに同じであり、
　前記第１コアおよび前記第２コアは、形状および大きさが互いに同じである、
　ことを特徴とする請求項１記載のノイズフィルタ装置。
【請求項３】
　前記複数の第１コイルの一端は、前記第１コアの径方向に沿う一方側に導出され、
　前記複数の第１コイルの他端は、前記第１コアの径方向に沿う他方側に導出され、
　前記複数の第２コイルの一端は、前記第２コアの径方向に沿う一方側に導出され、
　前記複数の第２コイルの他端は、前記第２コアの径方向に沿う他方側に導出される
　ことを特徴とする請求項１または請求項２記載のノイズフィルタ装置。
【請求項４】
　前記複数の第１コイルの一端と前記複数の第２コイルの一端との同じ相同士の結合は、
前記複数の第１コイルの一端に装着された端子と前記複数の第２コイルの一端に装着され
た端子との“かしめ”による結合であり、
　前記複数の第１コイルの他端と前記複数の第２コイルの他端との同じ相同士の結合は、
前記複数の第１コイルの他端に装着された端子と前記複数の第２コイルの他端に装着され
た端子との“かしめ”による結合である
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか記載のノイズフィルタ装置。
【請求項５】
　前記第１コアは、前記複数の領域の相互間にそれぞれ仕切り壁を有し、
　前記第２コアは、前記複数の領域の相互間にそれぞれ仕切り壁を有する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか記載のノイズフィルタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ノイズを低減するノイズフィルタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、交流電源に接続されるインバータ装置等の電力変換装置を備えた電気機器は、
電力変換装置から生じるノイズが電源ライン側に漏洩しないよう、電源ラインにノイズフ
ィルタを備える。ノイズフィルタは、電源ラインに挿入接続されるコイルを備え、交流電
源から電気機器に侵入しようとするノイズ、および電気機器から交流電源に流出しようと
するノイズを低減する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２８９７５１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電流容量の小さいノイズフィルタは、小型で、安価である。一方、電流容量が大きいノ
イズフィルタは、そのフィルタ中のコイルに電気機器に流れる電流がそのまま流れるため
、コイルの銅線が太くなり、銅線が太い分だけ巻線作業の手間も増えるので、大型で高価
なものとなる。ノイズフィルタの価格は、電流容量が増えるほど高くなる。
【０００５】
　本発明の実施形態の目的は、価格の上昇を抑えながら大きな電流容量を持つノイズフィ
ルタ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１のノイズフィルタ装置は、第１ノイズフィルタおよび第２ノイズフィルタを備
える。第１ノイズフィルタは、交流電源の各相に対応する複数の第１コイルを、環状の第
１コアの周方向における複数の領域に分けて配置してなる。第２ノイズフィルタは、前記
交流電源の各相に対応する複数の第２コイルを、環状の第２コアの周方向における複数の
領域に分けて配置してなる。そして、当該ノイズフィルタ装置は、前記複数の第１コイル
と前記複数の第２コイルとが同じ相同士で向き合う状態で前記第１ノイズフィルタと前記
第２ノイズフィルタとを上下方向に重ね合わせ、前記複数の第１コイルの一端と前記複数
の第２コイルの一端とを同じ相同士で結合し、前記複数の第１コイルの他端と前記複数の
第２コイルの他端とを同じ相同士で結合している。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一実施形態が搭載されたモータ駆動装置の電気回路を示すブロック図。
【図２】同実施形態の第１ノイズフィルタの構成を上方から見た図。
【図３】同実施形態の第１ノイズフィルタの構成を側方から見た図。
【図４】同実施形態の第１ノイズフィルタの構成を下方から見た図。
【図５】同一実施形態の第２ノイズフィルタの構成を上方から見た図。
【図６】同実施形態の第１ノイズフィルタと第２ノイズフィルタとを重ね合わせた構成を
示す斜視図。
【図７】同実施形態が回路基板に取付けられた状態を側方から見た図。
【図８】同実施形態の変形例の構成を示す斜視図。
【図９】同変形例が回路基板に取付けられた状態を側方から見た図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、一実施形態のノイズフィルタ装置について図面を参照して説明する。当該ノイズ
フィルタ装置が搭載された電気機器たとえばモータ駆動装置の電気回路を図１に示す。
【０００９】
　商用３相交流電源１と整流回路２との間の電源ラインに、互いに並列接続されたノイズ
フィルタ（第１ノイズフィルタ）１０およびノイズフィルタ（第２ノイズフィルタ）２０
が挿入接続される。整流回路２は、入力される３相交流電圧を直流電圧に整流する。この
整流回路２の出力電圧が平滑コンデンサ３に印加され、その平滑コンデンサ３の電圧がイ
ンバータ４により所定周波数および所定レベルの３相交流電圧に変換される。そして、イ
ンバータ４の出力により、モータたとえばブラシレスＤＣモータ（永久磁石同期モータ）
５が駆動される。ブラシレスＤＣモータ５は、例えば圧縮機やファンを駆動する。
【００１０】
　上記ノイズフィルタ１０，２０により、商用３相交流電源１から整流回路２に侵入しよ
うとするノイズを低減し、かつ整流回路２から商用３相交流電源１に流出しようとするノ
イズを低減するノイズフィルタ装置が構成される。ノイズフィルタ１０，２０は、大きさ
や形状などの構成が互いに同じで、それに伴い、電流容量・インダクタンス・インピーダ
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ンスも互いに同じである。なお、ノイズフィルタ装置の構成要素として、商用３相交流電
源１とノイズフィルタ１０，２０との間の電源ラインにＸコンデンサを接続し、ノイズフ
ィルタ１０，２０と整流回路２との間の電源ラインにＹコンデンサを接続してもよい。
【００１１】
　ノイズフィルタ１０の構成を図２，図３，図４を参照しながら説明する。図２は上方か
ら見た構成、図３は側方から見た構成、図４は下方から見た構成である。
【００１２】
　ノイズフィルタ１０は、商用３相交流電源１のＲ相，Ｓ相，Ｔ相に接続される複数のコ
イル（第１コイル）１０ｒ，１０ｓ，１０ｔ、およびこれらコイル１０ｒ，１０ｓ，１０
ｔが装着される環状のコア（第１コア）１１を有するトロイダルコイルからなる。コア１
１は、多数枚のフェライト等の磁性体やアモルファス磁性材料からなる円形鋼板を積層し
、それをプラスチック等の絶縁性部材により被覆したもので、その絶縁性部材に一体成型
された仕切壁１２，１２，１２を上面と下面に有する。これら仕切壁１２，１２，１２に
より、コア１１の上面および下面がその周方向に沿ってＲ相用，Ｓ相用，Ｔ相用の３つの
領域に仕切られる。これら３つの領域に、一対のエナメル銅線を巻回してなるコイル１０
ｒ，１０ｓ，１０ｔが配置される。
【００１３】
　コア１１の上面の仕切壁１２，１２，１２は、コア１１の上面に存するエナメル銅線の
巻き厚より大きい高さ寸法を有する。コア１１の下面の仕切壁１２，１２，１２は、コア
１１の下面に存するエナメル銅線の巻き厚より大きい高さ寸法を有する。
【００１４】
　コア１１の内側の開口に、３つの区画壁１３，１３，１３が配置される。これら区画壁
１３，１３，１３は、コア１１の開口中心に存する連結部１３ａから放射状に延びて仕切
壁１２，１２，１２とそれぞれ結合し、コイル収容用の３つの空間を形成する。
【００１５】
　Ｒ相用のコイル１０ｒは、巻回数が４回で、一端がコア１１の下面側から同コア１１の
径方向に沿う一方側に導出され、他端がコア１１の上面側から同コア１１の径方向に沿う
他方側に導出される。なお、他端側の導出部は、コア１１の上面側から出て同コア１１の
下面側へと一旦屈曲され、その下面側の位置からコア１１の径方向に沿う他方側へと延び
る。そして、コイル１０ｒの一端に丸型の平端子１４ｒが圧着され、その圧着部が締付け
力の強い弾性かつ絶縁性の熱収縮チューブ１５ｒによって被覆される。コイル１０ｒの他
端には丸型の平端子１７ｒが装着され、その装着部が締付け力の強い弾性かつ絶縁性の熱
収縮チューブ１８ｒによって被覆される。コイル１０ｒの他端側の導出部のうち、熱収縮
チューブ１８ｒで被覆されない部分は、隣りのコイル１０ｓに直に接しないよう、弾性か
つ絶縁性の太めのチューブ１９ｒで被覆される。
【００１６】
　Ｓ相用のコイル１０ｓは、巻回数が４回で、一端がコア１１の下面側から同コア１１の
径方向に沿う一方側へと導出され、他端がコア１１の径方向に沿う他方側に導出される。
なお、一端側の導出部は、コア１１の下面側から出て同コア１１の上面側へと屈曲され、
その屈曲後の上面側の位置からコア１１の上面に覆い被さるようにして同コア１１の反対
側に導かれ、その反対側の位置からコア１１の下面側へと再び屈曲され、その下面側の位
置からコア１１の径方向に沿う他方側へと延びる。そして、コイル１０ｓの一端に丸型の
平端子１４ｓが圧着され、その圧着部が締付け力の強い弾性かつ絶縁性の熱収縮チューブ
１５ｓによって被覆される。コイル１０ｓの他端には丸型の平端子１７ｓが装着され、そ
の装着部が締付け力の強い弾性かつ絶縁性の熱収縮チューブ１８ｒによって被覆される。
コイル１０ｓの一端側の導出部のうち、コア１１の上面に覆い被さる部分は、下方のコイ
ル１０ｒ，１０ｔに直に接しないよう、弾性かつ絶縁性の太めのチューブ１６ｓで被覆さ
れる。
【００１７】
　Ｔ相のコイル１０ｔは、巻回数が４回で、一端がコア１１の径方向に沿う一方側に導出
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され、他端がコア１１の径方向に沿う他方側に導出される。なお、他端側の導出部は、コ
ア１１の上面側から出て同コア１１の下面側へと一旦屈曲され、その下面側の位置からコ
ア１１の径方向に沿う他方側へと延びる。そして、コイル１０ｔの一端に丸型の平端子１
４ｔが圧着され、その圧着部が締付け力の強い弾性かつ絶縁性の熱収縮チューブ１５ｔに
よって被覆される。コイル１０ｔの他端には丸型の平端子１７ｔが装着され、その装着部
が締付け力の強い弾性かつ絶縁性の熱収縮チューブ１８ｔによって被覆される。コイル１
０ｔの他端側の導出部のうち、熱収縮チューブ１８ｔで被覆されない部分は、隣りのコイ
ル１０ｓに直に接しないよう、弾性かつ絶縁性の太めのチューブ１９ｔで被覆される。
【００１８】
　一方、ノイズフィルタ２０の上方から見た構成を図５に示す。ノイズフィルタ２０は、
符号がノイズフィルタ１０と符号が異なるだけで、形状や大きさなどの構成がノイズフィ
ルタ１０とまったく同じで、電流容量・インダクタンス・インピーダンスもノイズフィル
タ１０とまったく同じものである。よって、ノイズフィルタ２０の側方および下方から見
た構成の図面は省略している。
【００１９】
　ノイズフィルタ２０は、商用３相交流電源１のＲ相，Ｓ相，Ｔ相に接続される複数のコ
イル（第２コイル）２０ｒ，２０ｓ，２０ｔ、およびこれらコイル２０ｒ，２０ｓ，２０
ｔが装着される環状のコア（第２コア）２１を有する。上述のとおり、ノイズフィルタ２
０は、ノイズフィルタ１０とまったく同じであり、図５においては、ノイズフィルタ１０
の仕切板１２が、ノイズフィルタ２０の符号２２に、ノイズフィルタ１０のコイル１０ｒ
，１０ｓ，１０ｔがそれぞれノイズフィルタ２０の符号２０ｒ，２０ｓ，２０ｔに、ノイ
ズフィルタ１０の区画壁１３が、ノイズフィルタ２０の符号２３に、ノイズフィルタ１０
の平端子１４ｒ、１４ｔ、１４ｓ、１７ｒ、１７ｔ、１７ｓがそれぞれノイズフィルタ２
０の符号２４ｒ、２４ｔ、２４ｓ、２７ｒ、２７ｔ、２７ｓに、ノイズフィルタ１０の熱
収縮チューブ１５ｒ、１５ｔ、１５ｓ、１８ｒ、１８ｔ、１８ｓが、ノイズフィルタ２０
の符号２５ｒ、２５ｔ、２５ｓ、２８ｒ、２８ｔ、２８ｓ、ノイズフィルタ１０のチュー
ブ１９ｒ、１９ｔが、それぞれノイズフィルタ２０の符号２９ｒ、２９ｔに対応している
。
【００２０】
　そして、図６および図７に示すように、ノイズフィルタ１０の下面とノイズフィルタ２
０の下面とが相対向するように、かつコイル１０ｒ，１０ｓ，１０ｔとコイル２０ｒ，２
０ｓ，２０ｔとが同じ相同士で向き合う状態で、ノイズフィルタ１０とノイズフィルタ２
０とが上下方向に重ね合わされる。この場合、ノイズフィルタ１０の下面側およびノイズ
フィルタ２０の下面側にはコイルからの導線や絶縁用のチューブが存在しないので、重ね
合わせの作業が容易であり、しかもコア１１の下面の仕切壁１２，１２，１２とコア２１
の下面の仕切壁２２，２２，２２とをぴったりと当接させることができる。この当接によ
り、コイル１０ｒ，１０ｓ，１０ｔとコイル２０ｒ，２０ｓ，２０ｔとの間に間隙が確保
される。この間隙は、コイル相互の接触を防ぐとともに、放熱用の通気経路となる。
【００２１】
　また、ノイズフィルタ１０，２０の上下方向の重ね合わせに伴い、コイル１０ｒ，１０
ｓ，１０ｔの一端側の平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔとコイル２０ｒ，２０ｓ，２０ｔの
一端側の平端子２４ｒ，２４ｓ，２４ｔとが接近するとともに、コイル１０ｒ，１０ｓ，
１０ｔの他端側の平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔとコイル２０ｒ，２０ｓ，２０ｔの他端
側の平端子２７ｒ，２７ｓ，２７ｔとが接近する。この状態で、平端子１４ｒ，１４ｓ，
１４ｔと平端子２４ｒ，２４ｓ，２４ｔの同じ相同士が後述する螺子３３ｒ，３３ｓ，３
３ｔの螺合により共締め結合されるとともに、平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔと平端子２
７ｒ，２７ｓ，２７ｔの同じ相同士が後述する螺子３４ｒ，３４ｓ，３４ｔの螺合により
共締め結合される。
【００２２】
　重ね合わされたノイズフィルタ１０，２０は、図７に示すように、モータ駆動装置の回
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路基板３０に取付けられる。この取付けに際しては、棒状のスペーサ３１ｒ，３１ｓ，３
１ｔが回路基板３０の上面に立設され、そのスペーサ３１ｒ，３１ｓ，３１ｔの上端部に
平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔおよび平端子２４ｒ，２４ｓ，２４ｔの同じ相同士がそれ
ぞれ載置される。そして、載置された平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔおよび平端子２４ｒ
，２４ｓ，２４ｔに螺子３３ｒ，３３ｓ，３３ｔがそれぞれ挿通され、その螺子３３ｒ，
３３ｓ，３３ｔの先端がスペーサ３１ｒ，３１ｓ，３１ｔの上端部に螺合される。これら
螺合により、平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔおよび平端子２４ｒ，２４ｓ，２４ｔがそれ
ぞれ共締め結合された状態で回路基板３０に固定される。また、この固定に際し、各共締
め結合部とスペーサ３１ｒ，３１ｓ，３１ｔの上端部との間に、電源ラインであるリード
線４１ｒ，４１ｓ，４１ｔが挟み込み接続される。同様に、棒状のスペーサ３２ｒ，３２
ｓ，３２ｔが回路基板３０の上面に立設され、そのスペーサ３２ｒ，３２ｓ，３２ｔの上
端部に平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔおよび平端子２７ｒ，２７ｓ，２７ｔの同じ相同士
がそれぞれ載置される。そして、載置された平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔおよび平端子
２７ｒ，２７ｓ，２７ｔに螺子３４ｒ，３４ｓ，３４ｔがそれぞれ挿通され、その螺子３
４ｒ，３４ｓ，３４ｔの先端がスペーサ３２ｒ，３２ｓ，３２ｔの上端部に螺合される。
これら螺合により、平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔおよび平端子２７ｒ，２７ｓ，２７ｔ
がそれぞれ共締め結合された状態で回路基板３０に固定される。また、この固定に際し、
各共締め結合部とスペーサ３２ｒ，３２ｓ，３２ｔの上端部との間に、電源ラインである
リード線４２ｒ，４２ｓ，４２ｔが挟み込み接続される。
【００２３】
　以上のように、ノイズフィルタ１０，２０を互いに並列接続して電源ラインに挿入接続
することにより、ノイズフィルタ１０，２０の個々の電流容量の２倍の電流容量を持つノ
イズフィルタ装置が得られる。例えば、ノイズフィルタ１０，２０の個々の電流容量が２
０Ａの場合、ノイズフィルタ装置としての電流容量は４０Ａとなる。すなわち、電流容量
が２０Ａと小さい小型で安価なノイズフィルタ１０，２０を用いながら、４０Ａもの大き
な電流容量を持つノイズフィルタ装置が得られる。電流容量が４０Ａの大型で高価なノイ
ズフィルタを１つ用いる場合よりも、電流容量が２０Ａと小さい小型で安価なノイズフィ
ルタ１０，２０を用いるほうが、かかるコストを大幅に抑えることができる。
【００２４】
　一般に、コイル１０ｒ，１０ｓ，１０ｔの構成要素であるエナメル銅線は、ＩＥＣ規格
で絶縁が確保できないものとして扱われる。このため、ノイズフィルタ１０，２０の上下
方向の重ね合わせに際しては、互いに接近するコイル間の絶縁をどのように確保するかが
重要な要素となる。ただし、この点に関しては、２つのノイズフィルタ１０，２０の重ね
合わせる向きを、Ｒ相のコイル１０ｒと同じＲ相のコイル２０ｒとが向き合い、Ｓ相のコ
イル１０ｓと同じＳ相のコイル２０ｓとが向き合い、Ｔ相のコイル１０ｔと同じＴ相のコ
イル２０ｔとが向き合う構成としているため、上下の各コイル１０ｒ，２０ｒ間、コイル
１０ｓ，２０ｓ間、コイル１０ｔ，２０ｔ間のそれぞれに電位差が生じない。電位差が生
じないので、ノイズフィルタ１０，２０の相互間を特別な絶縁構造とする必要は生じない
。特別な絶縁は必要ないが、外観上のコイルの傷つきを防止するなどの観点から、ノイズ
フィルタ１０，２０の相互間に絶縁部材たとえばアラミド紙を挟み込むことももちろん可
能である。
【００２５】
　ノイズフィルタ１０の下面とノイズフィルタ２０の下面とを重ね合わせる構成であり、
そのノイズフィルタ１０，２０の下面にはコイルからの導線や絶縁用のチューブが存在し
ないので、重ね合わせによる厚さ寸法がコンパクトとなる。コア１１の下面側の仕切壁１
２，１２，１２とコア２１の下面側の仕切壁２２，２２，２２とが当接し、コイル１０ｒ
，１０ｓ，１０ｔとコイル２０ｒ，２０ｓ，２０ｔとの間に間隙が確保されるので、通電
時の各コイルの発熱に対する良好な放熱効果を得ることができる。
【００２６】
　ノイズフィルタ１０，２０の重ね合わせに際し、コア１１の内側開口における区画壁１
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３，１３，１３とコア２１の内側開口における区画壁２３，２３，２３とが交差すること
なく当接する。交差がないので、コア１１の内側開口およびコア２１の内側開口の通気効
率が向上する。この点でも、良好な放熱効果が得られる。
【００２７】
　［変形例］　
　上記実施形態では、重ね合わせたノイズフィルタ１０，２０の平端子同士を共締めによ
り結合する構成としたが、図８および図９に示すように、重ね合わせたノイズフィルタ１
０，２０の平端子同士を“かしめ（圧着）”により一体化して結合する構成としてもよい
。すなわち、平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔおよび平端子２４ｒ，２４ｓ，２４ｔを“か
しめ”により一体化して結合平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔとし、平端子１７ｒ，１７ｓ
，１７ｔおよび平端子２７ｒ，２７ｓ，２７ｔを“かしめ”により一体化して結合平端子
１７ｒ，１７ｓ，１７ｔとする。そして、スペーサ３１ｒ，３１ｓ，３１ｔの上端部に電
源ラインであるリード線４１ｒ，４１ｓ，４１ｔを挟んで結合平端子１４ｒ，１４ｓ，１
４ｔを載置し、その結合平端子１４ｒ，１４ｓ，１４ｔに螺子３３ｒ，３３ｓ，３３ｔを
挿通および螺合する。同様に、スペーサ３２ｒ，３２ｓ，３２ｔの上端部に電源ラインで
あるリード線４２ｒ，４２ｓ，４２ｔを挟んで結合平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔを載置
し、その結合平端子１７ｒ，１７ｓ，１７ｔに螺子３４ｒ，３４ｓ，３４ｔを挿通および
螺合する。
【００２８】
　共締めによる結合の場合、結合すべき両平端子の一方が外れたまま誤って螺子止めが行
われる可能性があり、そのままでは片方のノイズフィルタに規定以上の電流が流れて同ノ
イズフィルタが異常発熱してしまう。“かしめ”による一体化結合の場合、螺子止めの段
階で両平端子がすでに結合した状態にあるので、両平端子の一方が外れた状態で螺子止め
が行われるといった不具合を生じることがなく、よって片方のノイズフィルタに規定以上
の電流が流れて同ノイズフィルタが異常発熱するといった不具合を未然に防ぐことができ
る。また、“かしめ”による一体化結合であれば、その“かしめ”だけで、ノイズフィル
タ１０，２０を強固に合体することができる。
【００２９】
　上記実施形態では、２つのノイズフィルタ１０，２０の並列接続によってノイズフィル
タ装置を構成したが、並列接続であるため、ノイズフィルタ装置としてのインダクタンス
がノイズフィルタ１０，２０の個々のインダクタンスの半分の値に低下する。この低下を
回避したい場合は、互いに並列接続したノイズフィルタ１０，２０を２組用意し、この２
組を直列接続して電源ラインに挿入すればよい。
【００３０】
　上記実施形態では、当該ノイズフィルタ装置が搭載される電気機器がモータ駆動装置で
ある場合を例に説明したが、他の電気機器にも同様に適用可能である。
【００３１】
　その他、上記各実施形態および変形例は、例として提示したものであり、発明の範囲を
限定することは意図していない。この新規な実施形態および変形例は、その他の様々な形
態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、書き換
え、変更を行うことができる。これら実施形態や変形は、発明の範囲は要旨に含まれると
ともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３２】
　１…商用３相交流電源、２…整流回路、３…平滑コンデンサ、４…インバータ、５…ブ
ラシレスＤＣモータ、１０…ノイズフィルタ（第１ノイズフィルタ）、１０ｒ，１０ｓ，
１０ｔ…コイル（第１コイル）、１１…コア（第１コア）、１２…仕切壁、１３…区画壁
、１４ｒ，１４ｓ，１４ｔ…平端子、１７ｒ，１７ｓ，１７ｔ…平端子、２０…ノイズフ
ィルタ（第２ノイズフィルタ）、２０ｒ，２０ｓ，２０ｔ…コイル（第２コイル）、２１
…コア（第２コア）、２２，２２，２２…仕切壁、２３，２３，２３…区画壁、２４ｒ，
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２４ｓ，２４ｔ…平端子、２７ｒ，２７ｓ，２７ｔ…平端子、３０…回路基板
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